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《
研
究
ノ
ー
ト
》

大
黒
屋
光
太
夫
筆
ロ
シ
ア
文
字
福
寿
と
福
寿
草
流
行
に
つ
い
て松

田
　
　
清

は
じ
め
に
―
光
太
夫
資
料
と
の
出
会
い

伊
勢
の
港
町
白し

ろ

子こ

の
船
頭
大
黒
屋
光
太
夫
（
一
七
五
一
～
一
八
二

八
）
は
一
七
八
三
年
一
月
一
五
日
（
天
明
二
年
一
二
月
一
三
日
）
に
遭

難
し
、
ロ
シ
ア
に
漂
流
。
ロ
シ
ア
の
女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
の
許
可

を
得
て
、
一
七
九
二
年
一
〇
月
九
日
（
寛
政
四
年
八
月
二
四
日
）、
使

節
ア
ダ
ム
ス
・
ラ
ク
ス
マ
ン
に
送
ら
れ
、
一
〇
年
ぶ
り
に
、
部
下
の
小こ

市い
ち

、
磯
吉
と
と
も
に
根
室
に
帰
国
し
た
。
翌
年
、
小
市
は
根
室
で
病
死

し
た
が
、
光
太
夫
と
磯
吉
は
江
戸
に
移
送
さ
れ
、
幕
府
の
対
ロ
シ
ア
政

策
に
必
要
な
貴
重
な
ロ
シ
ア
情
報
を
も
た
ら
し
た
。

一
七
九
三
年
一
〇
月
二
二
日
（
寛
政
五
年
九
月
一
八
日
）、
二
人
は

将
軍
家
斉
の
上
覧
を
受
け
て
時
の
人
と
な
っ
た
。
将
軍
侍
医
・
蘭
学
者

桂
川
甫
周
は
光
太
夫
か
ら
ロ
シ
ア
事
情
を
聞
き
取
り
、
翌
年
、
日
本
最

初
の
本
格
的
な
ロ
シ
ア
研
究
書
、『
北
槎
聞
略
』
を
著
し
た
。

将
軍
上
覧
の
当
日
、
奥
医
師
多
紀
元
徳
が
絵
筆
を
と
り
光
太
夫
、
磯

吉
の
二
人
を
観
察
し
て
描
い
た
。
そ
の
肖
像
画
は
伝
存
未
詳
で
あ
る

が
、
こ
れ
と
深
い
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
「
大
黒
屋
光
太
夫
・
磯
吉
画

幅
」（
鈴
鹿
市
蔵
、
本
紙
一
一
三
×
五
〇
㎝
）
が
あ
る
（
図
１
）。
上
覧

当
日
の
二
人
の
服
装
、
出
で
立
ち
を
正
確
に
描
写
し
た
と
思
わ
れ
る
こ

の
画
幅
は
、
当
初
二
〇
〇
八
年
一
一
月
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
に

図 １　�大黒屋光太夫・磯吉画幅�
鈴鹿市蔵
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「
紅
毛
人
画
幅
」
と
題
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
た）

（
（

。
筆
者
が
そ
の
写
真

に
気
づ
い
た
の
は
一
〇
月
二
五
日
で
あ
っ
た
。
一
一
月
一
七
日
の
下
見

会
で
実
物
に
接
し
、
光
太
夫
・
磯
吉
の
肖
像
画
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
や
、
懇
意
の
古
書
店
主
に
作
品
の
重
要
性
を
説
明
し
た
。
幸
い
に
も

落
札
が
か
な
い
、
し
ば
ら
く
し
て
無
事
、
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
に
収

蔵
さ
れ
た
。

三
年
後
の
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
筆
者
は
京
都
の
本
草
漢
学
塾
山
本

読
書
室
旧
跡
の
土
蔵
を
調
査
中
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生）

（
（

」
と
題
す
る

美
麗
な
彩
色
図
集
を
手
に
し
た
。「
七
」
は
七
福
神
、「
五
」
は
鶴
亀
松

竹
梅
、「
三
」
は
古
来
和
歌
三
神
と
呼
ば
れ
た
柿
本
人
麻
呂
、
玉
津
島

姫
、
山
部
赤
人
を
指
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
像
を
焼
き
付
け
た
染
付
鉢
一

五
台
に
、
福
寿
草
の
奇
品
一
五
種
を
植
え
た
盆
栽
の
図
集
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間
、
土
蔵
か
ら
出
た
山
本
読
書
室

資
料
を
毎
日
、
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
京
都
新
聞
の
連
載
コ
ラ
ム

「
京
の
学
塾　

山
本
読
書
室
の
世
界
」
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

福
寿
草
は
元
日
草
と
も
呼
ば
れ
、
元
日
に
飾
る
め
で
た
い
草
で
あ
る
の

で
、
旧
暦
の
正
月
に
あ
た
る
二
〇
一
六
年
二
月
八
日
か
ら
三
日
間
、
コ

ラ
ム
で
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
を
取
り
上
げ
た
。
二
月
一
〇
日
の
コ

ラ
ム
で
は
、
編
者
（「
姜
氏
」
未
詳
）
の
序
文
に
よ
り
、
福
寿
草
の
流

行
は
文
化
年
間
に
始
ま
る
こ
と
を
紹
介
し
た）

（
（

。

ま
た
、
嘉
永
元
年
に
江
戸
の
植
木
屋
内
山
長
太
郎
ら
が
福
寿
草
の
名

品
七
点
に
七
福
神
の
名
を
付
け
た
彩
色
図
「
七
福
神
草
」
を
作
成
し
て

い
る）

（
（

と
こ
ろ
か
ら
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
も
同
時
期
に
同
様
の
着

想
か
ら
編
集
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
た）

（
（

。

「
大
黒
屋
光
太
夫
・
磯
吉
画
幅
」
に
出
会
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
八
年

後
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
〇
日
、
本
学
附
属
図
書
館
所
蔵
若
林
正
治

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
の
ち
に
神
田
佐
野
文
庫
の
中
核
と
な
っ
た
）
を
整
理

中
に
「
大
黒
屋
光
太
夫
筆
ロ
シ
ア
文
字
福
寿
」（
図
２
）
が
出
現
し
た
。

旧
蔵
者
の
若
林
正
治
（
一
九
一
二
～
一
九
八
四
、
伏
見
春
和
堂
主
人
）

は
こ
の
揮
毫
の
素
性
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。「Ф

У
К

Ж
іЮ

.

」（
フ

ク
ジ
ュ
、
福
寿
）
と
墨
筆
大
書
し
、
下
部
に
「іС

Е. Д
аы

. Коо.

」（
イ

セ　

ダ
イ
コ
ー
、
伊
勢
大
光
）
と
署
名
が
あ
っ
た
。

大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
の
代
田
美
里
学
芸
員
か
ら
、
光
太
夫
自
筆
の

ロ
シ
ア
文
字
の
揮
毫
に
は
、
イ
ロ
ハ
（
一
三
例
）
の
他
に
、
め
で
た
い

文
字
と
し
て
は
、
ツ
ル
（
六
例
）、
フ
ク
ジ
ュ
（
四
例
）、
カ
メ
（
二

例
）、
マ
ツ
（
一
例
）
が
知
ら
れ
て
お
り
、
若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
フ
ク
ジ
ュ
は
五
例
目
で
あ
る
こ
と
、
同
館
所
蔵
の
フ
ク
ジ
ュ
に
は

「
文
化
九
年
申
歳
五
月
吉
日　

大
光
書　

六
十
弐
翁
」
の
落
款
が
あ
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
る
や
、
筆
者
は
福
寿
草
の
流
行
は
文
化
年
間
に
始
ま

る
、
と
い
う
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
序
文
の
証
言
を
思
い
出
し
た
。

当
時
未
見
で
あ
っ
た
が
、
享
和
年
間
に
将
軍
家
斉
に
献
上
さ
れ
た
福

寿
草
を
描
い
た
と
い
う
写
生
図）

（
（

が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
福
寿
草
流

行
が
文
化
年
間
に
始
ま
っ
た
契
機
と
考
え
ら
れ
た
。
以
来
光
太
夫
筆
ロ

シ
ア
文
字
福
寿
と
文
化
年
間
か
ら
幕
末
に
至
る
福
寿
草
流
行
に
関
わ
る
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大黒屋光太夫筆ロシア文字福寿と福寿草流行について

資
料
に
関
心
を
払
っ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
神
田
佐
野
文
庫
所
蔵
大
黒
屋
光
太
夫
筆
ロ
シ
ア
文
字
福

寿
の
成
立
時
期
、
山
本
読
書
室
資
料
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
成
立

事
情
、
最
近
新
た
に
神
田
佐
野
文
庫
に
加
わ
っ
た
「
福
寿
草
画
賛
」
に

つ
い
て
、
関
連
資
料
と
合
わ
せ
て
書
誌
的
考
察
を
行
う
。
福
寿
草
資
料

四
点
の
写
真
（
図
５
～
図
８
）
は
論
述
順
よ
り
も
資
料
構
成
を
優
先

し
、
一
括
し
て
掲
載
し
た
。

1　

光
太
夫
ロ
シ
ア
文
字
福
寿
の
成
立
時
期

神
田
佐
野
文
庫
所
蔵
大
黒
屋
光
太
夫
筆
ロ
シ
ア
文
字
福
寿
（
本
紙
三

一
㎝
×
四
七
㎝
、
以
下
、
若
林
本
）
は
ロ
シ
ア
文
字
「Ф

У
К

Ж
іЮ

.

」

（
フ
ク
ジ
ュ
、
福
寿
）
と
ロ
シ
ア
文
字
の
署
名
「іС

Е. Д
аы

. Коо.

」（
イ

セ　

ダ
イ
コ
ー
、
伊
勢
大
光
）
か
ら
な
り
、
年
記
を
持
た
ず
、
成
立
時

期
が
分
か
ら
な
い
。

鈴
鹿
市
所
蔵
の
書
幅
「
大
黒
屋
光
太
夫
福
寿
」（
図
３
、
本
紙
二
九

㎝
×
四
六
・
五
㎝
、
以
下
、
鈴
鹿
市
本
）
は
、
光
太
夫
の
地
元
鈴
鹿
市

若
松
町
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
ロ
シ
ア
文
字
「Ф

У
К

Ж
іЮ

.

」
と
ロ
シ

ア
文
字
の
署
名
「Д

аы
. Коо.

」
に
加
え
て
、「
文
化
九
申
歳
五
月
吉
日

／
大
光
書
／
六
十
弐
歳
」
の
墨
書
が
あ
る
。
若
林
本
、
鈴
鹿
本
と
も
に

「Ф
У

К
Ж

іЮ
.

」
は
墨
筆
大
書
さ
れ
て
い
る
。

別
の
個
人
蔵
の
揮
毫
は
両
者
よ
り
も
小
ぶ
り
な
ロ
シ
ア
文
字
「Ф

У.- 

図 ２　大黒屋光太夫筆ロシア文字福寿　神田外語大学神田佐野文庫蔵
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図 ４　大黒屋光太夫南山寿　鈴鹿市寄託　個人蔵

図 ３　大黒屋光太夫福寿　鈴鹿市蔵
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大黒屋光太夫筆ロシア文字福寿と福寿草流行について

КУ.- Ж
іЮ

. / Д
аы

. Коо. 

」
に
「
ふ
」「
く
」「
寿
」「
大
」「
光
」
と

読
み
を
添
え
、「
福
寿　

大
光
／
大
黒
光
太
夫
書
／
六
十
七
翁
」
と
落

款
す一

方
、
地
元
に
は
「
南
山
寿
」（
李
白
の
詩
に
由
来
し
長
寿
を
意
味

す
る
）
を
ロ
シ
ア
文
字
で
揮
毫
し
た
光
太
夫
の
書
幅
が
二
点
伝
わ
る
。

い
ず
れ
も
七
〇
代
の
書
で
若
林
本
・
鈴
鹿
本
よ
り
も
大
き
く
力
強
い
筆

致
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
鈴
鹿
市
寄
託
品
の
書
幅
（
図
４
、
本
紙
三
九
・

五
㎝
×
五
二
・
二
㎝
）
に
は
、「нань ж

анъ  / ж
îю

.  / 

巳
初
春
勢

州
産
大
黒
光
太
夫
書 /

七
十
壱
翁
」
と
墨
書
す
る
。「
巳
初
春
」
は
文

政
四
年
（
一
八
二
一
）
正
月
に
あ
た
る
。

も
う
一
つ
の
個
人
蔵
の
書
幅
に
は
「наньж

анъ

（
な
ん
ざ
ん
） / 

ж
îю

.

（
寿
）」
と
読
み
を
添
え
書
き
し
、「
南
山
寿
／
甲
申
冬
勢
州
白

子
産
／
大
黒
光
太
夫
書
／
七
十
四
翁
」
と
落
款
す
る
。「
甲
申
」
は
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
あ
た
る
。

光
太
夫
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
揮
毫
の
文
字
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ

り
、
鈴
鹿
本
は
六
二
歳
、
個
人
蔵
の
福
寿
は
六
七
歳
の
作
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
若
林
本
も
文
化
年
間
、
六
〇
代
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

2　

山
本
読
書
室
資
料
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
考
察

構
成「

七
五
三
福
寿
草
写
生
」（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
寄
託
山
本
読

書
室
資
料
一
三
三
七
、
縦
二
七
・
二
㎝
×
横
一
八
・
七
㎝
）
は
、
右
袋

綴
じ
、
表
紙
の
題
簽
（
縦
一
九
・
一
㎝
×
横
三
㎝
、
金
紙
）
に
「
七
五

三
福
寿
草
写
生
」
と
墨
書
す
る
。
本
文
は
九
丁
か
ら
な
り
、
半
丁
ご
と

に
福
寿
草
写
生
図
を
計
一
五
図
描
く
（
図
５
）。
画
者
の
落
款
は
な
い
。

福
寿
草
は
す
べ
て
同
様
の
染
付
鉢
に
植
え
ら
れ
、
鉢
に
立
て
ら
れ
た

札
に
は
花
の
特
徴
を
表
す
名
称
が
墨
書
さ
れ
、
判
読
出
来
る
。
染
付
鉢

の
台
座
は
す
べ
て
同
様
の
朱
色
三
脚
台
で
あ
る
。
構
成
は
次
の
通
り
。

各
写
生
図
に
一
連
番
号
を
付
す
。

一
オ　

序
文
（
末
尾
に
「
姜
氏
述
」）

一
ウ　

①
染
付
鉢
（
鶴
）「
秩
父
紅
」
札

二
オ　

②
染
付
鉢
（
亀
）「
車
屋
白
」
札

二
ウ　

③
染
付
鉢
（
松
）「
爪
折
笠
」
札

三
オ　

④
染
付
鉢
（
竹
）「
裏
紅
撫
子
咲
」
札

三
ウ　

⑤
染
付
鉢
（
梅
）「
松
葉
重
段
咲
」
札

四
オ　
（
白
紙
）

四
ウ　

⑥
染
付
鉢
（
人
麿
）「
天
守
り
」
札

五
オ　

⑦
染
付
鉢
（
玉
津
嶋
）「
丁
字
車
咲
」
札

五
ウ　

⑧
染
付
鉢
（
赤
人
）「
青
花
三
色
咲
」
札

六
オ　
（
白
紙
）

六
ウ　

⑨
染
付
鉢
（
大
黒
天
）「
青
梅
万
福
咲
」
札

七
オ　

⑩
染
付
鉢
（
蛭
子
）「
裏
絞
り
石
竹
咲
」
札

七
ウ　

⑪
染
付
鉢
（
福
禄
寿
）「
三
段
咲
」
札
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八
オ　

⑫
染
付
鉢
（
毘
沙
門
天
）「
魚
子
咲
」
札

八
ウ　

⑬
染
付
鉢
（
布
袋
）　
「
青
梅
青
軸
」

九
オ　

⑭
染
付
鉢
（
弁
財
天
）　

札
「
浅
黄
咲
」

九
ウ　

⑮
染
付
鉢
（
寿
老
人
）　

札
「
長
嶋
」

序
文「

姜
氏
述
」
と
あ
る
戯
文
め
い
た
序
文
は
福
寿
草
流
行
が
文
化
年
中

に
始
ま
る
こ
と
、
福
寿
草
の
奇
品
七
品
を
描
か
せ
、
七
福
神
草
と
名
付

け
た
由
来
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
本
文
で
七
福
神
の
前
に
位
置
す
る
鶴

亀
松
竹
梅
お
よ
び
和
歌
三
神
（
人
麿
・
玉
津
嶋
・
赤
人
）
の
八
品
に

ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
た
め
、
全
体
の
序
文
と
し
て
は
奇
異
な
印
象

を
与
え
る
。
左
に
序
文
を
翻
刻
す
る
。
読
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
、
振

り
漢
字
は
私
に
付
け
た
。「
年
中
の
詠
」
は
「
手
中
の
珠
」
の
誤
記
。

時
に
文
化
年
中
を
は
じ
め
と
し
て
以
来
福
寿
草
流
行
仕

（
つ
か
ま
つ
り
け
り
）

鳧
、

追
々
奇
品
珍
華
を
ひ
ら
く
事
挙
て
か
ぞ
え
が
た
く
、
然
に
是
を
模

写
し
て
年

（
マ
マ
）中

の
詠

（
マ
マ
）と

せ
し
こ
と
を
希

（
ね
が
い
）、

或
人
に
絵
が
ゝ
せ
、
誠
に

春
の
は
じ
め
な
れ
バ
と
て
福
寿
草
を
七
福
神
に
譬
え
、
榊
原
の
万

福
咲
の
福
々
し
さ
大
黒
天
の
御
姿
と
見
奉
る
も
か
し
こ
し
な
、
絞

り
の
石
竹
咲
き
の
ひ（

鰭
）れ

振
立
て
し
て
ハ
夷
三
郎
殿
の
愛

（
め
で
）な

ふ
魚
に

似
て
、
段
咲
の
三
色
に
開（

さ
）く

を
福
禄
寿
、
魚（

な
な
こ
ざ
き
）

子
咲
の
重

（
か
さ
ね
）あ

つ
き
ハ

明
珍
鍛

（
き
た
え
）の

小（
こ
ざ
ね
）札

に
似
て
毘
沙
門
天
の
御
鎧
と
見
え
、
青
梅
出
の

青（
あ
お
す
じ
）

茎
に
は（

腹
）ら

ふ
く
れ
め
き
し
ハ
布
袋
和
尚
、
白
花
の
貴

（
あ
て
）な

る
ハ
弁

財
天
の
素
顔
か
や
、
ま
た
長
嶋
の
永
々
し
き
盛
り
久
し
き
ハ
寿
老

人
と
、
指
を
折

（
お
れ
）バ

七
福
速

（
そ
く
じ
ょ
う
）

成
、
数
々
目（

め
で
た
く
）

出
度
、
七
福
神
草
と
歓

笑
の
余
り
に
名
付
は
べ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姜
氏
述

伊
藤
圭
介
の
写
本

本
草
・
植
物
学
者
伊
藤
圭
介
の
筆
録
集
「
植
物
図
説
雑
纂
」（
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
）
の
冊
一
六
〇
に
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
序

文
と
ほ
ぼ
同
文
の
序
文
を
も
つ
福
寿
草
彩
色
図
集
（
無
題
、
五
丁
分
）

の
写
本
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
写
本
の
冒
頭
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
圭
介
の
朱
書
に
「
此
福
寿
草

ノ
図
ハ
巣
鴨
ノ
花
戸
卯
之
吉
ノ
蔵
本
ヲ
借
リ
テ
写
シ
置
ク
モ
ノ
ト
ス
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
磯
野
直
秀
（
二
〇
〇
三
）
は
「
卯
之
吉
所
蔵
福

寿
草
図
譜
」
と
名
付
け
た）

（
（

。
卯
之
吉
す
な
わ
ち
花
戸
内
山
長
太
郎
の
弟

内
山
卯
之
吉
か
ら
圭
介
が
借
写
し
た
蔵
本
と
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」

と
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
、
圭
介
の
こ
の
写
本
と
「
七

五
三
福
寿
草
写
生
」
を
比
較
し
よ
う
。

ま
ず
、
圭
介
写
本
の
序
文
を
左
に
翻
刻
す
る
。
読
点
、
濁
点
は
私
に

付
け
た
。
文
字
遣
い
に
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
大
き
く
異
な
る

の
は
撰
者
名
が
「
姜
氏
述
」
で
は
な
く
、「
栽
花
園
／
寿
山
園
／
清
水

亭
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
栽
花
園
は
内
山
長
太
郎
、
寿
山
園
は

内
山
卯
之
吉
の
園
名
ま
た
は
号
で
あ
る
。
清
水
亭
は
未
詳
。
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時
に
文
化
年
中
を
は
じ
め
と
し
て
已
来
福
寿
艸
流
行
仕
鳧
、
追
々

奇
品
珍
華
を
ひ
ら
く
こ
と
挙
て
か
ぞ
え
が
た
く
、
然
に
是
を
模
写

し
て
年

（
マ
マ
）中

の
詠

（
マ
マ
）と

せ
し
事
を
希
、
或
人
に
絵
が
ゝ
せ
、
誠
に
春
の

は
じ
め
な
れ
バ
迚
福
寿
草
を
七
福
神
に
譬
え
、
榊
原
の
万
福
咲
の

福
々
し
さ
大
黒
天
の
御
姿
と
見
奉
る
も
か
し
こ
し
な
、
絞
り
の
石

竹
咲
き
の
ひ
れ
ふ
り
立
て
し
ハ
夷
三
郎
殿
の
愛
な
ふ
魚
に
似
て
、

段
咲
三
色
に
ひ
ら
く
を
福
禄
寿
、
魚
子
咲
の
重
あ
つ
き
ハ
明
珍
鍛

の
小
札
に
似
て
毘
沙
門
天
の
御
鎧
と
見
え
、
青
梅
出
の
青
茎
ハ
腹

ふ
く
れ
め
き
し
ハ
布
袋
和
尚
、
白
華
の
貴
な
る
ハ
弁
財
天
の
素
顔

か
や
、
ま
た
長
嶋
の
盛
り
久
し
き
永
々
し
き
ハ
寿
老
人
と
、
指
を

折
ハ
七
福
速
成
、
か
ず
〳
〵
目
出
度
、
七
福
神
草
と
歓
笑
の
余
り

に
名
付
は
べ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栽
花
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
山
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
亭

圭
介
写
本
の
福
寿
草
図
（
図
６
）
は
一
四
図
か
ら
な
り
（
半
丁
に
二

図
を
配
す
）、
前
半
の
一
〇
図
は
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
三
歌
神

の
福
寿
草
図
（
⑥
⑦
⑧
）
お
よ
び
七
福
神
の
福
寿
草
図
（
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

⑭
⑮
）
と
よ
く
一
致
す
る
が
、
い
ず
れ
も
盆
器
（
鉢
・
台
座
）
と
鉢
札

を
省
略
し
、
開
花
し
た
福
寿
草
の
み
を
抄
写
し
て
、
鉢
の
図
柄
名
（
三

歌
神
、
七
福
神
）
と
鉢
札
名
を
添
え
る
。

後
半
の
四
図
も
盆
器
、
鉢
札
を
省
略
し
、
俳
句
賛
が
一
句
づ
つ
転
写

さ
れ
て
い
る
。
う
ち
三
図
は
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
鶴
①
、
亀

②
、
竹
④
と
花
、
葉
、
茎
、
色
調
と
も
よ
く
一
致
す
る
。

写
本
の
構
成
を
丁
数
と
と
も
に
表
示
し
よ
う
。「
七
五
三
福
寿
草
写

生
」
中
の
一
致
す
る
写
生
図
の
図
番
号
を
付
す
。
ま
た
、
後
半
の
四
図

は
、
俳
句
賛
の
翻
刻
を
示
す
。

一
オ
・
ウ　

序
文
（
貼
紙
：
圭
介
の
朱
書
）

二
オ　
「
人
麿
／
天
守
り
」　　
　
　
　
　
　
　

⑥

　
　
　
「
玉
津
嶋
姫
／
折
靎
咲
」　　
　
　
　
　

⑦

二
ウ　
「
赤
人
／
青
華
」　　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

　
　
　
「
大
黒
天
／
榊
原
万
福
咲　
　
　
　
　

 

⑨

三
オ　
「
夷
三
郎
／
絞
り
石
竹
咲
」　　
　
　
　

⑩

　
　
　
「
福
禄
寿
／
三
段
咲
」　　
　
　
　
　
　

⑪

三
ウ　
「
毘
沙
門
天
／
魚
子
咲
」　　
　
　
　
　

⑫

　
　
　
「
布
袋
／
青
梅
青
茎
」　　
　
　
　
　
　

⑬

四
オ　
「
弁
財
天
／
浅
黄
白
」　　
　
　
　
　
　

⑭

　
　
　
「
寿
老
人　

長
嶋
」　　
　
　
　
　
　
　

⑮

四
ウ　
「
初
日
に
も
見
贋
ふ
色
や
／
秩
父
紅
」　

①

　
　
　
「
春
雨
や
車
屋
白
の
咲

（
さ
き
）こ

ゝ
ろ
」　　
　

②

五
オ　
「
今
朝
の
あ
め
撫
子
咲
の
和や

は

ら
か
み
」　

④

　
　
　
「
䗲

（
マ
マ
）な

く
や
酒

（
さ
か
よ
り
べ
に
）

依
紅
の
ひ
ら
く
頃
」（
䗲
は
螻
（
け
ら
）の

誤
字
）

圭
介
写
本
と
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
両
者
の
書
き
入
れ
を
比
較

す
る
と
、
四
図
に
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
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「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」　　
　

圭
介
写
本

⑦
「
玉
津
嶋
」「
丁
字
車
咲
」　　
「
玉
津
嶋
姫
／
折
靎
咲
」

⑧
「
赤
人
」「
青
花
三
色
咲
」　　
「
赤
人
／
青
華
」

⑩
「
蛭
子
」「
裏
絞
り
石
竹
咲
」　
「
夷
三
郎
／
絞
り
石
竹
咲
」

⑬
「
布
袋
」「
青
梅
青
軸
」　　
　
「
布
袋
／
青
梅
青
茎
」

し
た
が
っ
て
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
は
写
生
図
に
俳
句
画
賛
を

欠
く
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
圭
介
が
模
写
し
た
「
巣
鴨
ノ
花
戸
卯

之
吉
ノ
蔵
本
」
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鶴

亀
竹
、
三
歌
神
お
よ
び
七
福
神
の
福
寿
草
図
が
花
、
葉
、
茎
の
形
姿
、

位
置
が
よ
く
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
序
文
の
本
文
が
表
記
上
の
差
異

を
除
け
ば
同
文
と
見
な
し
う
る
の
で
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
と
卯

之
吉
の
蔵
本
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

稿
本
「
七
福
神
草
」

当
初
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
手
が
か
り

と
し
た
の
は
、
巣
鴨
の
花
戸
内
山
長
太
郎
ら
が
作
成
し
、
嘉
永
元
年
正

月
成
立
と
い
う
写
本
「
七
福
神
草）

（
（

」
で
あ
っ
た
。
こ
の
写
本
は
近
代
の

装
丁
と
み
ら
れ
、
表
紙
に
「
七
福
神
草
」
の
題
簽
が
あ
る
も
、
内
題
を

欠
く
。
七
福
神
の
名
を
冠
し
た
福
寿
草
七
品
の
彩
色
図
集
で
あ
る
（
図

７
）。
振
り
仮
名
を
施
し
た
後
記
な
ど
の
体
裁
か
ら
、
刊
行
を
意
図
し

た
稿
本
と
考
え
ら
れ
る
。
全
六
丁
の
内
訳
は
次
の
通
り
。
一
オ
に
白
井

光
太
郎
の
蔵
書
印
「
白
井
氏
蔵
書
」
が
あ
る
。
七
品
各
図
に
ａ
～
ｇ
の

記
号
を
付
け
る
。

一
オ　
ａ
無
地
緑
青
色
鉢
「
大
黒
天
」
札
「
榊
原
万
福
咲
」
札

　
　
　
　
　

朱
色
三
脚
台

一
ウ　

ｂ
無
地
白
色
鉢
「
恵
比
須
」
札
「
絞
り
石
竹
咲
」
札

　
　
　
　
　

朱
色
三
脚
台

二
オ　
ｃ
唐
草
文
青
緑
色
鉢
「
寿
老
人
」
札
「
段
咲
」
札

　
　
　
　
　

朱
色
円
台

二
ウ　

ｄ
無
地
白
色
鉢
「
毘
沙
門
天
」
札
「
魚
子
開
」
札

　
　
　
　
　

朱
色
三
脚
台

三
オ　
ｅ
無
地
白
色
鉢
「
布
袋
」
札
「
青
梅
出
青
茎
」
札

　
　
　
　
　

朱
色
三
脚
台

三
ウ　

ｆ
無
地
青
緑
鉢
「
弁
財
天
」
札
「
白
花
」
札

　
　
　
　
　

朱
色
三
脚
台

四
オ　
ｇ
無
地
黒
色
鉢　

札
「
福
禄
寿
」　

札
「
長
嶋
」

　
　
　
　
　

朱
色
三
脚
台

四
ウ　
（
白
紙
）

五
オ
～
六
オ　
（
後
記
）

六
ウ　
（
白
紙
）

右
七
品
を
植
え
た
鉢
は
同
型
で
、
ｃ
を
除
き
、
同
様
の
朱
色
三
脚
台

に
載
せ
ら
れ
、
全
て
無
地
。
七
福
神
名
は
鉢
に
立
て
た
札
に
墨
書
さ
れ

て
い
る
。

七
品
ａ
～
ｇ
図
を
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
対
応
す
る
七
品
⑨
～
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⑮
図
と
比
較
す
る
と
、
ま
ず
七
品
の
掲
載
順
序
が
一
部
異
な
る
こ
と
に

気
づ
く
。
次
に
、
ａ
「
大
黒
天
」
図
と
⑨
図
、
ｃ
「
寿
老
人
」
と
⑮
図

は
品
種
が
一
致
し
な
い
が
、
他
の
ｂ
「
恵
比
須
」
図
と
⑩
図
、
ｄ
「
毘

沙
門
天
」
図
と
⑫
図
、
ｅ
「
布
袋
」
図
と
⑬
図
、
ｆ
「
弁
財
天
」
図
と

⑭
図
、
ｇ
「
福
禄
寿
」
図
と
⑪
図
は
そ
れ
ぞ
れ
同
品
別
図
と
認
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、「
七
福
神
草
」
の
七
品
図
と
「
七
五
三
福
寿
草
写

生
」
の
七
品
図
は
あ
ま
り
密
接
な
関
係
に
な
く
、
画
者
も
異
な
る
と
判

断
さ
れ
る
。

後
記
は
「
巣
鴨
ノ
花
戸
卯
之
吉
ノ
蔵
本
」
の
序
文
か
ら
冒
頭
の
一
節

を
削
除
改
変
し
、
原
文
が
「
或
人
に
絵
が
ゝ
せ
」
云
々
と
画
者
名
を
伏

せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
画
者
を
群
芳
園
主
人
（
斎
田
弥
三
郎
）
と
明

記
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

磯
野
直
秀
（
二
〇
〇
三
）
は
「
卯
之
吉
所
蔵
福
寿
草
図
譜
」（
す
な

わ
ち
伊
藤
圭
介
が
模
写
し
た
卯
之
吉
蔵
本
）
を
「
七
福
神
草
」
よ
り
も

後
の
成
立
と
し
、
前
者
の
七
品
は
「
七
福
神
草
」
と
同
品
別
図
で
あ

り
、
そ
の
前
文
（
序
文
）
も
「
七
福
神
草
」
の
後
記
に
少
々
手
を
入
れ

た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
七
品
す
べ
て
が
同
品
別
図

で
は
な
く
、
画
者
名
の
有
無
、
後
記
の
体
裁
、
画
者
の
異
な
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
両
者
の
成
立
の
順
序
は
逆
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後

記
の
全
文
を
改
行
は
除
い
て
、
原
文
に
忠
実
に
翻
刻
し
よ
う
。

春は
る

の
は
し
め
羣ぐ

ん

芳ほ
う

園ゑ
ん

に
遊
ひ
主あ

る
じ人

が
福
寿
艸
を
写
す
を
み
れ
ハ
榊

原
の
万ま

ん

福ふ
く

咲さ
き

の
福
々
し
さ
大
黒
天
の
御
姿す

か
たと

見
奉
る
も
か
し
こ
し

な
絞し

ぼ
りり

の
石
竹
開さ

き

の
鰭ひ

れ

ふ
り
立
て
し
ハ
夷

ゑ
ひ
す

三
郎
殿
の
愛め

て

な
ふ
魚
に

似に

段
咲
の
盛
久
し
き
は
取と

り

も
直
さ
す
寿
老
人
魚な

ゝ

子こ

開さ
き

の
重
厚
ハ
明ミ

う

珍ち
ん

鍛き
た
ひの

小こ

札ざ
ね

に
似
て
毘ひ

沙し
や

門も
ん

天
の
御
鎧よ

ろ
ひと

見
え
青
梅
出
の
青あ

お

茎し
く

の

腹は
ら

ふ
く
れ
め
き
し
ハ
布ほ

袋て
い

和
尚
白
花
の
貴あ

で

な
る
ハ
弁
財
天
の
素す

顔か
を

か
や
又
長
嶋
の
長
々
し
き
ハ
重
三
っ
揃
ひ
し
福
禄
寿
と
指ゆ

ひ

を
折
は

七
幅
速そ

く

成ぜ
う

の
数
々
目
出
度
此
草
は
是
七
福
神
草
と
歓
笑
の
余
り
に

名
付
は
へ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羣
芳
園
弥
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栽
花
園
長
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帆
分
亭
六
三
郎

内
山
卯
之
吉
蔵
「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」

伊
藤
圭
介
が
福
寿
草
図
を
借
写
し
た
「
巣
鴨
ノ
花
戸
卯
之
吉
ノ
蔵

本
」
と
判
断
さ
れ
る
写
生
図
集
の
残
欠
本
（
個
人
蔵
）
を
二
〇
二
三
年

九
月
末
に
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
元
表
紙
（
裏
表
紙
と
も
）
と
鉢

植
え
の
福
寿
草
彩
色
写
生
図
七
図
（
各
図
、
縦
三
六
九
㎜
×
横
二
五
八

㎜
）
か
ら
な
る
（
図
８
）。
元
表
紙
の
左
上
に
打
付
書
き
で
「
福
寿

草
・
芍
薬
写
生
」
と
書
名
を
墨
書
す
る
。
現
在
は
大
判
の
折
帖
（
五

丁
、
縦
三
七
㎝
×
横
二
六
㎝
）
に
改
装
さ
れ
て
い
る
が
、
成
立
時
の
完

本
も
折
帖
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

元
の
裏
表
紙
の
左
下
に
「
東
都
巣
鴨
里
／
寿
山
園
／
内
山
卯
之
吉
蔵

ス
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
ま
た
、
第
六
図
（「
玉
孔
雀
」）
に
、
こ
の
福
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寿
草
の
持
主
と
し
て
、
卯
之
吉
が
「
東
都
巣
鴨
／
栽
花
園
隣
地
／
寿
山

園
／
所
持
」
と
自
書
し
て
い
る
。
兄
の
栽
花
園
内
山
長
太
郎
の
隣
地
に

寿
山
園
を
営
み
、
寿
山
園
と
号
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

書
名
の
「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
か
ら
推
定
し
て
、
本
来
、
福
寿
草

写
生
図
と
芍
薬
写
生
図
が
合
装
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
欠
落
し

て
い
る
。
圭
介
が
福
寿
草
図
と
同
様
に
卯
之
吉
蔵
本
か
ら
借
写
し
た
芍

薬
図
譜
が
「
植
物
図
説
雑
纂
」
の
冊
二
二
八
に
伝
わ
る
。
磯
野
直
秀

（
二
〇
〇
三
）
は
こ
れ
を
「
卯
之
吉
蔵
芍
薬
図
譜
」
と
名
付
け
、「
一
五

品
」
か
ら
な
る
と
し
た
。
実
際
は
、
白
描
に
部
分
彩
色
を
施
し
た
模
写

図
二
〇
図
（
一
九
枚
）
が
綴
じ
込
ま
れ
、
第
一
枚
目
に
「
此
芍
薬
ハ
卯

之
吉
蔵
本
ヲ
写
ス
」、
第
一
九
枚
目
に
「
右
芍
薬
ノ
図
ハ
卯
之
吉
ノ
蔵

本
ヲ
写
ス
」
と
注
記
す
る
。
こ
の
「
卯
之
吉
蔵
本
」
こ
そ
「
福
寿
草
・

芍
薬
写
生
」
に
違
い
な
い
。
模
写
さ
れ
た
芍
薬
図
二
〇
図
に
付
け
ら
れ

た
品
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
大
世
界
」「
三
色
夜
中
」「
底
紅
」「
紅
千
鳥
」「
移
り
白
」「
山
下

の
水
」「
東
に
し
き
」「
江
戸
ノ
花
」「
淩
羅
錦
繍
」「
白
玉
生
後
」

「
玉
ノ
台
」「
寿
亭
侯
」「
七
宝
寿
」「
随
一
白
」「
朱
方
殿
」「
蒲
絞

り
斑
入
」「
実
生
絞
り
」「
倭
言
葉
」「
後
栽
手
玉
」「
天
上
人
改
雲

ノ
上
」

圭
介
写
本
（「
卯
之
吉
蔵
福
寿
草
図
譜
」）
に
転
写
さ
れ
た
序
文
お
よ

び
模
写
さ
れ
た
一
四
図
の
う
ち
、
序
文
と
和
歌
三
神
（
人
麿
・
赤
人
・

玉
津
嶋
姫
）・
七
福
神
の
一
〇
図
は
、
本
来
こ
の
卯
之
吉
蔵
「
福
寿

草
・
芍
薬
写
生
」
に
備
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
失
わ
れ
て
い

る
。
俳
句
画
賛
と
と
も
に
模
写
さ
れ
た
残
る
四
図
は
こ
の
卯
之
吉
蔵
本

の
鶴
亀
松
竹
の
福
寿
草
図
と
俳
句
画
賛
も
含
め
て
よ
く
一
致
す
る
。
梅

図
は
な
ぜ
か
模
写
さ
れ
て
い
な
い
。

「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
で
、
か
ろ
う
じ
て
遺
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
福

寿
草
写
生
図
七
図
の
内
、
最
初
の
五
図
（
鶴
亀
松
竹
梅
の
染
付
鉢
）
は

鉢
の
立
て
札
を
欠
く
が
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
と
比
較
す
る
と
、

鶴
、
亀
、
梅
の
鉢
は
花
、
葉
、
茎
の
形
態
、
彩
色
は
そ
れ
ぞ
れ
①
②
⑤

と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
松
の
鉢
の
福
寿
草
は
「
七
五
三
福
寿
草
写

生
」
の
竹
の
鉢
④
と
一
致
し
、
竹
の
鉢
の
福
寿
草
は
「
七
五
三
福
寿
草

写
生
」
に
一
致
す
る
も
の
が
な
い
。
染
付
鉢
と
朱
色
三
脚
台
の
形
は
類

似
し
て
い
る
も
の
の
、
鶴
と
梅
の
鉢
の
三
脚
台
に
あ
る
唐
草
模
様
は

「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
鶴
と
亀
の
図
柄
は
意

匠
が
似
て
い
る
が
、
松
竹
梅
の
図
柄
（
小
松
、
竹
節
、
梅
枝
）
は
「
七

五
三
福
寿
草
写
生
で
は
、
異
な
る
意
匠
（
松
葉
、
笹
竹
、
梅
花
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
と
違
っ
て
、
各
図
に

俳
句
画
賛
が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
異
同
か
ら
、「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
の
福
寿
草
写
生

と
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
は
ほ
ぼ
同
じ
福
寿
草
の
名
品
を
対
象
に
、

ほ
ぼ
同
時
期
、
お
そ
ら
く
嘉
永
元
年
ま
で
に
成
立
し
、「
福
寿
草
・
芍

薬
写
生
」
は
内
山
卯
之
吉
の
自
家
用
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。「
七

五
三
福
寿
草
写
生
」
は
贈
答
用
な
ど
に
作
成
さ
れ
た
別
本
で
は
な
い
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大黒屋光太夫筆ロシア文字福寿と福寿草流行について

か
。俳

句
画
賛
五
句
の
う
ち
四
句
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
図
と
と
も
に
圭

介
写
本
の
最
後
の
四
図
と
よ
く
一
致
す
る
。
圭
介
写
本
の
他
の
模
写
図

は
俳
句
画
賛
を
欠
く
の
で
、
そ
の
原
本
「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
で
俳

句
画
賛
の
添
え
ら
れ
た
福
寿
草
図
は
鶴
亀
松
竹
梅
の
五
品
の
み
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

最
後
の
二
図
に
は
、
盆
栽
の
所
有
者
、
寿
山
園
（
卯
之
吉
）
と
植
木

屋
松
二
郎
（
未
詳
）
の
名
が
見
え
る
。
二
図
に
「
正
寿
写
生
」
の
落
款

と
落
款
印
の
あ
る
画
者
「
正
寿
」
は
未
詳
。
あ
る
い
は
天
保
の
頃
、
芝

に
住
し
た
医
師
、
草
間
宗
仙
（
名
正
寿
、
字
公
眉
、
通
称
宗
仙）

（
（

）
か
。

「
宗
枩
二
ぬ
し
」（
植
木
屋
松
二
郎
）
所
持
の
潜
咲
の
福
寿
草
に
和
歌
を

寄
せ
た
「
帆
分
亭
」
は
「
七
福
神
草
」
の
序
文
撰
者
の
一
人
、
帆
分
亭

森
田
六
三
郎
で
あ
る
。

こ
の
写
本
の
構
成
は
次
の
通
り
。
各
図
に
Ａ
～
Ｇ
の
記
号
を
配
し
、

「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
よ
く
一
致
す
る
写
生
図
の
図
番
号
を
添
え

る
。一

オ　
（
白
紙
）

一
ウ　

元
表
紙　

打
付
書
き
の
墨
書
「
福
寿
草
／
芍
薬
写
生
」
は
所

蔵
者
の
内
山
卯
之
吉
の
筆

二
オ　

Ａ
染
付
鉢
（
鶴
）　

札
な
し　

朱
色
三
脚
台

　
　
　
　
「
初
日
に
も
見
贋
ふ
色
や
秩
父
紅
」　　
　

①

二
ウ　

Ｂ
染
付
鉢
（
亀
）　

札
な
し　

朱
色
三
脚
台

　
　
　
　
「
春
雨
や
車
屋
白
の
咲
こ
ゝ
ろ
」　　
　
　

②

三
オ　

Ｃ
染
付
鉢
（
松
）　

札
な
し　

朱
色
三
脚
台

　
　
　
　
「
今
朝
の
あ
め
撫
子
咲
の
和
ら
か
み
」　　

④

三
ウ　

Ｄ
染
付
鉢
（
竹
）　

札
な
し

　
　
　
　
「
䗲

（
マ
マ
）な

く
や
酒
依
紅
の
ひ
ら
く
頃
」（
䗲
は
螻
（
け
ら
）の
誤
字
）

四
オ　

Ｅ
染
付
鉢
（
梅
）　

札
な
し

　
　
　
　
「
淡
雪
や
松
葉
重
の
段
に
咲
」　　
　
　
　

⑤

四
ウ　

Ｆ
肌
色
鉢
（
牡
丹
）　
「
玉
孔
雀
」
札

　
　
　
　
「
正
寿
写
生
」（
朱
文
方
印
「
正
寿
之
印
」）

　
　
　
　
「
東
都
巣
鴨
／
栽
花
園
隣
地
／
寿
山
園
／
所
持
」

五
オ　

Ｇ
紺
色
鉢
（
無
地
）　
「
杏
葉
絞
り
」
札

　
　
　
　
「
正
寿
写
生
」（
朱
文
方
印
「
正
寿
之
印
」）

　
　
　
「
宗
枩
二
ぬ
し
の
潜
咲
の
福
寿
草
見
て　

帆
分
亭
撰

□（
破
損
）□

つ
る
花
む
ら
さ
き
の
福
寿
草
／
□（

破
損
）□

て
ふ
か
く
契
る
お

も
ひ
ぞ
」

　
　
　
　
「
東
都
千
駄
木
／
植
木
屋
／
松
二
郎
／
所
持
」

五
ウ　

元
の
裏
表
紙
「
東
都
巣
鴨
里
／
寿
山
園
／
内
山
卯
之
吉
蔵

ス
」

福
寿
草
を
和
歌
三
神
、
七
福
神
に
見
立
て
る
園
芸
趣
味
は
享
和
年
間

に
将
軍
家
斉
に
献
上
さ
れ
た
「
珍
花
福
寿
草）

（1
（

」
に
も
、
奥
山
正
容
画
写

「
福
寿
草
紅
葉
絵
本）

（（
（

」（
文
化
一
二
）
に
も
認
め
ら
れ
ず
、
嘉
永
元
年
前

後
に
巣
鴨
の
内
山
長
太
郎
・
卯
之
吉
兄
弟
を
中
心
と
す
る
植
木
屋
仲
間
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に
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
川
安
村
『
梅
譜
』
第
三
版
（
明
治

三
四
）
は
こ
の
趣
味
を
次
の
よ
う
に
文
化
年
間
に
遡
ら
せ
る
が
、
文
面

か
ら
、
お
そ
ら
く
卯
之
吉
蔵
「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
系
統
の
写
本
に

よ
る
誤
伝
で
あ
る
。

福
寿
草
は
世
人
の
愛
玩
多
き
に
連
れ
、
種
々
の
園
芸
的
品
種
を
出

し
、
殊
に
文
化
、
天
保
よ
り
嘉
永
年
間
に
亘
り
非
常
に
流
行
し
珍

奇
の
異
花
を
以
て
一
世
に
誇
り
た
り
。
文
化
年
中
此
花
を
和
歌
三

神
、
七
福
神
な
ど
に
見
立
て
其
奇
を
競
ひ
た
り
。
則
ち
左
に
其
品

類
を
示
さ
ば
、

　

和
歌
三
神

　
　
　

柿
本
人
麿　
　

天
守
り　

山
辺
赤
人　
　

青
華

　
　
　

玉
津
島
姫　
　

折
鶴
咲

　

七
福
神

　
　
　

○
大
黒
天　

榊
原
満
福
咲　

○
夷
三
郎　

絞
石
竹
咲

　
　
　

○
福
禄
寿　
　

三
段
咲　
　

○
毘
沙
門
天　

魚
子
咲

　
　
　

○
布
袋
和
尚　

青
梅
青
茎　

○
弁
財
天
女　

浅
黄
白

　
　
　

○
寿
老
人　
　

長
島

以
上
の
如
く
互
に
奇
を
闘
は
し
珍
を
争
へ
り
（
後
略）

（1
（

）。

七
福
神
見
立
福
寿
草

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
「
七
福
神
見
立
福
寿
草
」
彩
色
図
（
加
賀

文
庫11（11

）
は
縦
九
三
㎝
×
横
二
七
・
六
㎝
の
本
紙
に
、
七
福
神
の

染
付
鉢
（
朱
色
の
台
付
き
）
に
植
え
ら
れ
た

福
寿
草
七
品
を
上
中
下
三
段
に
描
き
、
最
下
段
の
枠
内
に
識
語
を
書

き
入
れ
た
も
の
で
、
近
代
の
巻
子
本
仕
立
で
あ
る
。
七
品
は
札
の
品
名

と
鉢
の
図
柄
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
上
段
に
「
榊
原
万
福
咲
」（
大
黒
）・

「
裏
絞
り
石
竹
咲
」（
夷
）、
中
段
に
「
魚
子
」（
毘
沙
門
）・「
三
段
咲
」

（
福
禄
寿
）、
下
段
に
「
長
嶋
」（
寿
老
人
）・「
浅
黄
白
」（
弁
財
天
）・

「
青
梅
青
軸
」（
布
袋
）
を
配
置
し
て
い
る
。
山
本
読
書
室
資
料
「
七
五

三
福
寿
草
写
生
」
の
七
品
図
⑨
～
⑮
と
同
工
で
あ
る
が
、
描
き
方
が
粗

雑
で
あ
り
、
染
付
は
七
福
神
以
外
、
鉢
の
縁
も
含
め
て
白
地
で
あ
る
。

識
語
末
尾
に
、「
安
政
五
年
午
初
春
／
栽
花
園
／
姜
氏
述
」
と
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
山
本
読
書
室
資
料
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
の
序
文
撰

者
「
姜
氏
」
は
栽
花
園
内
山
長
太
郎
と
分
か
る
。
こ
の
識
語
は
仮
名
・

漢
字
の
文
字
遣
い
に
多
少
の
違
い
は
あ
れ
、「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」

の
序
文
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

識
語
で
は
「
是
を
模
写
し
て
年
中
の
詠
と
せ
し
こ
と
を
希
或
人
ニ
是
を

画
せ
」（
傍
線
、
引
用
者
）
の
傍
線
部
の
「
年
」
は
紛
ら
わ
し
い
「
手
」

の
崩
し
で
は
な
く
、
明
確
な
「
年
」
の
草
書
と
な
っ
て
お
り
、
長
太
郎

の
自
筆
と
す
れ
ば
、「
手
中
の
珠
」
と
意
味
不
明
の
「
年
中
の
詠
」
を

混
同
し
て
お
り
、
そ
の
教
養
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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図 5–１　山本読書室資料「七五三福寿草写生」京都府立京都学・歴彩館寄託

②　

車
屋
白　
　

亀

①　

秩
父
紅　
　

鶴

④　

裏
紅
撫
子
咲　
　

竹

③　

爪
折
傘　
　

松
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⑤　

松
葉
重
段
咲　
　

梅

⑦　

丁
字
車
咲　
　

玉
津
島

⑥　

天
守
り　
　

人
麿

図 5–２　山本読書室資料「七五三福寿草写生」京都府立京都学・歴彩館寄託



89

大黒屋光太夫筆ロシア文字福寿と福寿草流行について

⑧　

青
花
三
色
咲　
　

赤
人

⑩　

裏
絞
り
石
竹
咲　
　

蛭
子

⑨　

青
梅
満
福
咲　
　

大
黒
天

図 5–３　山本読書室資料「七五三福寿草写生」京都府立京都学・歴彩館寄託
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⑫　

魚
子
咲　
　

毘
沙
門
天

⑪　

三
段
咲　
　

福
禄
寿

⑭　

浅
黄
咲　
　

弁
財
天

⑬　

青
梅
青
軸　
　

布
袋

図 5–４　山本読書室資料「七五三福寿草写生」京都府立京都学・歴彩館寄託
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⑮　

長
嶋　
　

寿
老
人

二
オ

一
ウ

図 6–１　�伊藤圭介「植物図説雑纂」冊 １60　卯之吉福寿草図譜�
国立国会図書館蔵 https://dl.ndl.go.jp/pid/２57１１09/１/１４

図 5–5　山本読書室資料「七五三福寿草写生」京都府立京都学・歴彩館寄託
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四
オ

三
オ

三
ウ

二
ウ

図 6–３　�伊藤圭介「植物図説雑纂」冊 １60　卯之吉福寿草図譜�
国立国会図書館蔵 https://dl.ndl.go.jp/pid/２57１１09/１/１6

図 6–２　�伊藤圭介「植物図説雑纂」冊 １60　卯之吉福寿草図譜�
国立国会図書館蔵 https://dl.ndl.go.jp/pid/２57１１09/１/１5
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一
オ　
ａ

五
オ

四
ウ

図 7–１　�群芳園弥三郎「七福神草」�
国立国会図書館蔵（特 １-565）https://dl.ndl.go.jp/pid/２5３589４/１/３

図 6–４　�伊藤圭介「植物図説雑纂」冊 １60　卯之吉福寿草図譜�
国立国会図書館蔵 https://dl.ndl.go.jp/pid/２57１１09/１/１7
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三
オ　
ｅ

二
オ　
ｃ

二
ウ　

ｄ

一
ウ　

ｂ

図 7–３　�群芳園弥三郎「七福神草」�
国立国会図書館蔵（特 １-565）https://dl.ndl.go.jp/pid/２5３589４/１/5

図 7–２　�群芳園弥三郎「七福神草」�
国立国会図書館蔵（特 １-565）https://dl.ndl.go.jp/pid/２5３589４/１/４
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二
オ　

Ａ

四
ウ　
ｇ

一
ウ

三
ウ　

ｆ

図 8–１　内山卯之吉蔵「福寿草・芍薬写生」個人蔵

図 7–４　�群芳園弥三郎「七福神草」�
国立国会図書館蔵（特 １-565）https://dl.ndl.go.jp/pid/２5３589４/１/6
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四
オ　

Ｅ

三
オ　

Ｃ

三
ウ　

Ｄ

二
ウ　

Ｂ

図 8–２　内山卯之吉蔵「福寿草・芍薬写生」個人蔵
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五
オ　

Ｇ

五
ウ

四
ウ　

Ｆ

図 8–３　内山卯之吉蔵「福寿草・芍薬写生」個人蔵
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3　

神
田
佐
野
文
庫
蔵
「
福
寿
草
画
賛
」
の
考
察

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
嘉
永
元
年
前
後
に
成
立
と
考
え
ら
れ
る
内
山

卯
之
吉
蔵
「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
に
は
鶴
亀
松
竹
梅
の
福
寿
草
図
に

作
者
不
明
の
俳
句
画
賛
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
千
駄
木
の

植
木
屋
松
二
郎
所
持
の
福
寿
草
「
杏
葉
絞
り
」（「
正
寿
写
生
」）
に
は

同
じ
く
植
木
屋
の
帆
分
亭
森
田
六
三
郎
が
自
撰
の
和
歌
賛
を
寄
せ
て
い

る
。
幕
末
に
園
芸
流
行
と
文
芸
の
庶
民
化
が
平
行
し
て
進
ん
だ
現
象
例

と
し
て
興
味
深
い
。

福
寿
草
図
に
俳
句
画
賛
の
あ
る
早
い
例
を
探
す
と
、『
草
花
画
譜
画

本
福
寿
草
』
五
巻
五
冊
（
大
岡
春
卜
編
・
大
岡
春
川
画
、
宝
暦
五
年

刊
、
元
文
二
年
自
序
）
巻
一
の
巻
頭
（
一
オ
）「
ふ
く
じ
ゆ
さ
う　

元

日
草
」
の
画
に
、
大
坂
の
俳
人
椎
本
旧
徳
が
俳
句
「
種
し
あ
れ
バ
岩
戸

ひ
ら
く
や
福
寿
草
」
を
寄
せ
て
い
る
。

本
学
日
本
研
究
所
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
に
古
書
店
よ
り
、
冒
頭
に

「
福
寿
草
画
賛
」
の
和
歌
を
記
し
た
書
写
者
不
明
の
写
本
一
巻
（
未
装

丁
）
を
購
入
し
、
神
田
佐
野
文
庫
に
収
蔵
で
き
た
。
資
料
名
を
「
福
寿

草
画
賛
」
と
し
た
。
書
状
に
同
封
し
て
送
ら
れ
た
も
の
か
、
巻
紙
（
紙

高
一
六
㎝
、
長
さ
一
三
九
・
五
㎝
）
に
和
歌
一
二
首
が
抜
き
書
き
さ
れ

て
い
る
。
前
半
の
七
首
が
香
川
景
枝
、
後
半
の
五
首
が
富
士
谷
御
杖
の

作
で
あ
る
。
一
連
番
号
を
付
け
て
題
詞
を
抜
書
す
れ
ば
次
の
通
り
。

①　

福
寿
草
画
賛

②　

若
松
一（

ひ
と
）も

と

③　

月
に
郭

（
ほ
と
と
ぎ
す
）公

④　

達
摩
画
賛

⑤　

陶
淵
明

⑥　

福
禄
寿
の
三
ツ
の
画
の
賛
を
ひ
と
つ

　
　

に
よ
み
た
る
う
た

⑦　

ぶ（
舞
楽
）

が
く
の
画
に

　

右　

香
川
景
枝

⑧　

福
寿
艸

⑨　

舞
猿
の
画
に

⑩　

ふ（
蕗
）き

の
画
賛

⑪　

扇
ひ
さ
ぐ
家
の
し
る
し
の
現
金
み
す

　
　

る
い
ふ
心
を
よ
め
と
い
ひ
け
れ
バ

⑫　

醍
醐
に
参
り
け
る
時
御
杖
に
か
た
み

　
　

と
あ
り
け
れ
バ
書
つ
く

　

右　

富
士
谷
御
杖　

右
一
二
首
の
う
ち
、
⑪
と
⑫
を
除
く
一
〇
首
は
す
べ
て
和
歌
画
賛
で

あ
り
、
う
ち
①
⑥
⑧
の
三
首
は
福
寿
草
図
の
画
賛
で
あ
る
。

以
下
図
9
～
図
12
に
原
本
の
写
真
と
釈
文
を
掲
げ
る
。
和
歌
に
一
連

番
号
、
濁
点
、
振
り
仮
名
、
振
り
漢
字
を
付
し
た
。
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①　
　
　

福
寿
草

　
　
　
　
　
　

画
賛

　
　

去（
こ
ぞ
）年

よ
り
も
待
わ
た
り
た
る

　
　

梅
も
あ
れ
ど
柳
も
あ
れ
ど

　
　

春
の
さ（

幸
）き

く
さ

②　
　
　

若
松
一

（
ひ
と
）も

と

　
　

岡
の
べ（

辺
）に

引
残
さ
れ
し
若

　
　

ま
つ
は
い（

幾
代
）

く
よ
あ
る
れ
バ

　
　

千
と
世
な
る
ら
ん

③　
　
　

月
ニ
郭

（
ほ
と
と
ぎ
す
）公

　
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
月
の
お
も
て
も

　
　

ふ
せ
つ
べ
し
余
り
さ
や

　
　

か
に
名
の
り
け
る
哉

④　
　
　

達
摩

　
　
　
　
　
　

画
賛

　
　

余
り
に
も
そ
む
き
〳
〵
て

　
　

世
の
中
の
月
と
花
と
に

　
　

ま
た
向
か
ひ
け
ん

図 9　福寿草画賛（部分）　神田外語大学神田佐野文庫蔵
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⑤　
　
　

陶
淵
明

　
　

世
の
中
に
あ
は
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

し
ら
べ
の

　
　

あ（
葦
）し

ハ
あ
れ
心
に
通
ふ

　
　

ミ
ね
の
枩

（
ま
つ
か
ぜ
）風

⑥　
　
　

福
禄
寿
の
三
ツ
の
画
の

　
　
　
　

賛
を
ひ
と
つ
に
よ
み

　
　
　
　

た
る
う
た

　
　

末
い
か
に
さ（

幸
）き

く
有
る
ら
ん

　
　

さ（
幸
）き

草
の
ミ
つ
た
が
へ
り

　
　

な
が
宿
の
春

⑦　
　
　

ぶ（
舞
楽
）

が
く
の
画
に

　
　

大
か
た
ハ
と
げ
ん
と
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　

玉
の
枝
も

　
　

打
ど
め
に
け
る

　
　
　
　

千
代
の
初
春

　
　

右　

香
川
景
枝

図 １0　福寿草画賛（部分）　神田外語大学神田佐野文庫蔵
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⑧　
　
　

福
寿
艸

　
　

春
た
て
バ
ま
づ
咲
く
も
の
と

　
　

思
ひ
け
る
梅
も
中
〳
〵

　
　

お
く
れ
た
り
け
り

　
　

 

〈
そ
く
ぞ
あ
り
け
る
〉

⑨　
　
　

舞
猿
の
画
に

　
　

あ
し
引
の
山
の
か
け
輪
に

　
　

母
を
置
て
心
に
も
あ
ら
で

　
　

立
舞
ら
し
も

⑩　
　

ふ（
蕗
）き

の
画
賛

　
　

葵ア
フ
ヒか

と
人
の
来
と
ハ
ヾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
く
き
も

　
　

わ
か
葉
も
と
り
て

　
　
　
　
　
　
　

め
せ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

答コ
タ

へ
よ

図 １１　福寿草画賛（部分）　神田外語大学神田佐野文庫蔵
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⑪　

扇
ひ
さ
ぐ
家
の

　
　
　

し
る
し
の

　
　
　

現
金
か
け
直（

ね
）な

し
と

　
　

い
ふ
心
を
よ
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　

い
ひ
け
れ
バ

　

ミ
が
は
り
ハ
則

（
す
な
わ
ち
）た（
称
）た

へ

　
　
　
　

い
つ
は
り
の
有
か

　

な
き
か
ハ

　
　
　
　

風
ぞ
知
る
ら
ん

⑫　

醍
醐
に
参
り
け
る
時

　
　

御
杖
に
う（

歌
）た

か（
書
）け

と

　
　
　

あ
り
け
れ
バ
書
つ
く

　

い
で
御
杖
や
つ
こ

　
　
　
　
　
　
　

の
杖
も

　
　

と
も
が
ら
に

　
　
　
　

千
と
世
の
坂
を

　
　
　
　
　
　
　

仕
へ
ま
つ
ら
ん

　

右　

冨
士
谷
御ミ

杖ツ
エ

図 １２　福寿草画賛（部分）　神田外語大学神田佐野文庫蔵
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香
川
景
枝
の
福
寿
草
画
賛
二
首
の
う
ち
、
⑥
は
福
禄
寿
に
見
立
て

た
、
あ
る
い
は
福
禄
寿
の
鉢
に
植
え
ら
れ
た
三
種
の
福
寿
草
を
詠
ん
だ

和
歌
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
福
寿
草
を
七
福
神

に
見
立
て
る
趣
味
は
嘉
永
元
年
頃
に
流
行
し
た
の
で
、
こ
の
画
賛
も
そ

の
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

香
川
景
枝
は
堂
上
歌
壇
に
抗
し
て
和
歌
革
新
を
唱
え
た
歌
人
香
川
景

樹
（
一
七
六
八
～
一
八
四
三
）
の
後
妻
（
お
柳
）
の
子
に
生
ま
れ
た
。

生
年
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
ら
し
い
。
東
本
願
寺
家
来
、
六
条
の

島
田
家
の
養
子
と
な
り
、
掃
部
と
称
し
た）

（1
（

。
こ
れ
以
上
の
伝
記
も
没
年

も
未
詳
で
あ
る
。

父
の
香
川
景
樹
は
大
量
の
画
賛
を
遺
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
田
代

一
葉
（
二
〇
一
三
）
は
そ
の
原
因
と
し
て
、
画
に
秀
で
た
門
人
小
泉
東

岡
（
重
明
）
や
仏
光
寺
瑞
応
上
人
と
の
交
流
、
書
画
会
、
席
画
の
社
会

的
流
行
、
景
樹
自
身
の
経
済
的
困
窮
を
挙
げ
る）

（1
（

。
田
代
一
葉
の
同
書
資

料
編
に
翻
刻
さ
れ
た
香
川
景
樹
『
東
塢
画
賛
集
』
は
画
賛
一
一
〇
四
首

を
収
録
す
る
。
そ
の
春
歌
の
部
の
冒
頭
に
は
福
寿
草
の
画
賛
八
首
が
並

ぶ
。
う
ち
五
首
を
歌
番
号
と
と
も
に
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　

福
寿
草
の
か
た

４　

は
つ
春
に
は
じ
め
て
さ
け
ば
こ
れ
を
こ
そ
先
さ
き
草
と
い
ふ
べ

か
り
け
れ

５　

こ
ぞ
よ
り
も
待
わ
た
り
つ
る
梅
も
あ
れ
ど
柳
も
あ
れ
ど
春
の
さ

き
草

　
　
　
　
　

福
寿
草
み
つ
お
ひ
い
で
た
る

６　

い
さ
川
い
さ
其
た
ね
は
し
ら
ね
ど
も
こ
の
さ
き
草
も
花
は

　
　

み
つ
有

　
　
　
　
　

小
松
の
も
と
に
福
寿
草

７　

わ
か
松
の
千
年
の
後
に
さ
く
花
を
先
木
の
も
と
に
見
す
る
は
る

か
な

　
　
　
　
　

梅
や
な
ぎ
の
折
枝
有
、
福
寿
草
も

８　

鶯
も
か
す
み
も
い
ま
だ
し
ら
ぬ
ま
の
春
と
り
は
や
す
や
ど
の
う

ち
か
な）

（1
（

右
の
傍
線
を
付
け
た
５
番
は
、
景
枝
の
福
寿
草
画
賛
①
と
全
く
同
一

で
あ
る
。『
東
塢
画
賛
集
』
は
明
治
一
三
年
に
村
山
松
根
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
、
編
纂
過
程
で
影
枝
の
画
賛
が
混
入
し
た
よ
う
だ
。

景
枝
の
歌
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
父
の
影
響
の
も
と
画
賛
を
多
作
し
た

か
も
し
れ
な
い
。

神
田
佐
野
文
庫
蔵
「
福
寿
草
画
賛
」
に
景
枝
の
画
賛
七
首
と
と
も
に

和
歌
五
首
を
抜
き
書
き
さ
れ
た
富
士
谷
御
杖
（
一
七
六
八
～
一
八
二

三
）
は
歌
人
・
国
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
国
学
者
富
士
谷
成
章
（
皆

川
淇
園
弟
）
の
長
男
に
生
ま
れ
た
が
、
一
二
歳
で
父
を
亡
く
し
、
伯
父

淇
園
に
漢
学
、
叔
父
皆
川
成
均
（
成
章
弟
）
に
和
歌
を
学
ん
だ
。
同
年

齢
の
歌
人
香
川
景
樹
と
交
流
し
た）

（1
（

。
御
杖
が
ど
れ
ほ
ど
の
画
賛
を
遺
し
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た
か
、
今
知
る
す
べ
を
持
た
な
い
が
、
景
樹
と
の
交
流
の
な
か
で
、
画

賛
を
好
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
和
歌
「
福
寿
草
」

も
、
こ
の
抜
き
書
き
の
趣
旨
お
よ
び
次
に
続
く
画
賛
二
首
「
舞
猿
の
画

に
」「
ふ（

蕗
）き

の
画
賛
」
を
勘
案
す
れ
ば
、
画
賛
に
違
い
な
い
。

お
わ
り
に

福
寿
草
栽
培
の
始
ま
り
は
一
七
世
紀
後
半
に
遡
る
よ
う
だ
。
寛
文
四

年
（
一
六
六
四
）
に
成
稿
し　

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
に
刊
行
さ
れ

た
水
野
元
勝
『
花
壇
綱
目
』
の
巻
上
、
春
草
の
部
に
、
栽
培
法
が
詳
説

さ
れ
て
い
る
。

福ふ
く

寿し
ゆ

草さ
う　

⃝

花　

黄
色
小
輪
也
。
正
月
初
よ
り
花
咲
。
元
日
草
ト

モ
朔
日
草
ト
モ
福
つ
く
草
ト
モ
俗
に
云
。
⃝

右
養
土つ

ち

の
事　

肥こ
へ

土つ
ち

に
砂す

な

を
少
か
く
能
ま
せ
合
、
ふ
る
い
に
て
用
て
宜
し
。
⃝

肥こ
や
しの

事　

茶
か
ら
を
干
成
程
に
し
た
る
に
粉
に
し
て
右
之
土
に
少
宛
交
る

也
。
⃝

分わ
け

植う
へ
る

事　

二
月
末
よ
り
三
月
節
迠
、
八
月
末
よ
り
九
月
節

迠
分
植
也
。

盆
栽
を
楽
し
む
園
芸
趣
味
の
始
ま
り
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
刊

の
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
第
九
十
二
之
末
の
「
山
草　

下
ノ

巻
」
の
条
に
垣
間
見
え
る
。

ぐ
ワ
ん
じ
つ
さ
う　

福
寿
草　

元
日
草

歳
旦
初
開
黄
花
似
半
開
菊
花
。
人
以
為
珍
植
盆
。
称
元
日
草
。
春

夏
長
尺
余
生
枝
條
花
綻
開
不
堪
見
。

文
化
年
間
に
始
ま
る
福
寿
草
流
行
は
伝
統
和
歌
の
革
新
を
唱
え
た
歌

人
た
ち
の
画
賛
に
も
反
映
さ
れ
た
。
幕
末
に
は
巣
鴨
の
内
山
長
太
郎
・

卯
之
吉
兄
弟
を
中
心
と
す
る
植
木
屋
仲
間
の
例
の
よ
う
に
、
庶
民
レ
ベ

ル
で
園
芸
趣
味
と
俳
句
や
和
歌
の
文
芸
趣
味
が
結
び
つ
き
、
美
麗
な
福

寿
草
図
譜
が
生
ま
れ
た
。

本
稿
で
参
照
し
た
享
和
年
間
成
立
の
「
珍
花
福
寿
草
」、
加
賀
文
庫

の
「
福
寿
草
紅
葉
絵
本
」「
福
寿
草
奇
品
譜
」
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す

る
。
福
寿
草
二
一
品
に
本
草
学
的
記
載
を
加
え
た
坂
本
浩
然
（
嘉
永
六

年
没
）
の
『
福
寿
草
奇
品
譜
』（
杏
雨
書
屋
蔵
）、
盆
栽
彩
色
図
一
三
一

図
か
ら
な
る
採
珍
堂
水
谿
輯
録
「
福
寿
草
譜
」（
杏
雨
書
屋
蔵
、
安
政

年
間
成
立
か
）
に
つ
い
て
は
機
会
を
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た
い
。

【
謝
辞
】

本
稿
の
成
る
に
あ
た
っ
て
、
山
本
読
書
室
旧
跡
ご
当
主
山
本
和
彦

氏
、
内
山
卯
之
吉
「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
の
ご
所
蔵
者
か
ら
ご
厚
情

を
賜
り
ま
し
た
。
鈴
鹿
市
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
学
芸
員
代
田
美
里
氏

か
ら
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
千
葉
県
立
中
央
博

物
館
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
杏
雨
書
屋
に
は
資
料
熟
覧
で
お
世
話
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大黒屋光太夫筆ロシア文字福寿と福寿草流行について

に
な
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
（
）
京
都
の
古
美
術
入
札
市
『
古
裂
会
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
カ
タ
ロ
グ
』

Vol. 11

（1111/（（
）、
二
九
七
頁
。

（
1
）
松
田
清
編
「
山
本
読
書
室
資
料
仮
目
録　

統
合
電
子
版
」
一

三
三
七
番
。

（
1
）
松
田
清
『
京
の
学
塾　

山
本
読
書
室
の
世
界
』
京
都
新
聞
出

版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
、
九
八
頁
参
照
。

（
1
）
磯
野
直
秀
『
日
本
博
物
誌
総
合
年
表
』
平
凡
社
、
二
〇
一
二
、

六
二
六
頁
、
嘉
永
元
年
一
月
の
項
目
に
記
載
の
『
七
福
神
草
』

（
国
会
図
書
館
蔵
、
特（–111

）。
磯
野
は
、
そ
の
後
記
に
よ
り
、

植
木
屋
の
栽
花
園
内
山
長
太
郎
と
帆
分
亭
森
田
六
三
郎
が
群
芳
園

斎
田
弥
三
郎
を
訪
れ
た
と
き
、
群
芳
園
の
描
い
た
名
品
七
点
に
そ

れ
ぞ
れ
七
福
神
の
名
を
付
け
た
も
の
、
と
紹
介
す
る
。

（
1
）
松
田
清
、
前
掲
書
、
九
八
頁
、
二
月
九
日
の
コ
ラ
ム
。

（
1
）
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
所
蔵
「
珍
花
福
寿
草
」。「
同
館
岩
佐

亮
二
文
庫
の
一
冊
。
現
代
の
装
丁
本
で
、
題
簽
に
岩
佐
亮
二
筆
と

お
ぼ
し
い
「
珎
花
福
寿
草
」
の
墨
書
、
内
題
に
異
筆
で
「
享
和
年

献
上
／
珎
花
福
寿
草　

写
生
画
」
の
墨
書
が
あ
り
、
切
り
抜
か
れ

た
彩
色
肉
筆
画
一
五
枚
を
毎
半
丁
に
貼
り
付
け
る
。
各
図
は
花
鳥

草
木
風
景
な
ど
意
匠
を
こ
ら
し
た
鉢
植
の
福
寿
草
を
写
生
す
る
。

各
鉢
に
立
て
ら
れ
た
札
の
花
銘
は
順
に
次
の
通
り
。「
鳳
凰
」「
羽

こ
ろ
も
」「
菊
八
重
咲
」「
乱
獅
子
」「
ち
ゝ
ぶ
紅
」「
根
獅
子
」

「
水
野
白
」「
小
盃
」「
那
々
子
咲
」「
撫
子
咲
」「
白
釼
先
」「
蓮
花

咲　

替
り
」「
山
吹
咲
」「
撫
子
咲
」「
孔
雀
尾
」

青
木
宏
一
郎
『
江
戸
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
』（
平
凡
社
、
一
九
九

九
）
六
八
～
六
九
頁
に
「
ち
ゝ
ぶ
紅
」「
蓮
花
咲　

替
り
」「
孔
雀

尾
」「
撫
子
咲
」（
二
図
の
う
ち
の
前
者
）「
乱
獅
子
」「
羽
こ
ろ

も
」
が
写
真
掲
載
さ
れ
た
。「
享
和
年
献
上
」
の
事
情
は
後
考
を

待
ち
た
い
。

（
1
）
磯
野
直
秀
（
二
〇
〇
三
）「『
植
物
図
説
雑
纂
』
に
つ
い
て
」

参
考
書
誌
研
究
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
二
一
頁
。

（
1
）
註（
1
）
参
照
。

（
1
）
生
没
年
未
詳
。『
国
書
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
、「
草
間
宗
仙
」

項
目
。

（
（1
）
註（
1
）
参
照
。

（
（（
）「
福
寿
草
紅
葉
絵
本
」
二
冊
（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
加
賀

文
庫
、
縦
二
四
七
㎜
×
横
二
五
六
㎜
）。
第
一
冊
（1111–（

、
福

寿
草
図
集
）
の
本
文
三
四
丁
の
毎
半
丁
に
一
図
（
三
〇
ウ
の
み
二

図
）、
鉢
を
省
略
し
て
立
て
札
の
み
添
え
る
。
第
二
冊
（1111–1

、

紅
葉
図
集
）
の
末
尾
に
、「
文
化
十
二
乙
亥
中
夏
写
／
奥
山
正
容

時
年
六
拾
三
（
印
）」
と
墨
書
す
る
。
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な
お
同
館
所
蔵
の
画
帖
「
福
寿
草
奇
品
譜
」（
加
賀
文
庫

4105

）、
二
四
折
、
縦
三
三
三
㎜
×
横
二
四
三
㎜
、
全
二
八
図
）

を
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」
と
比
較
す
る
と
、
鉢
は
省
略
さ
れ
て

い
る
が
、「
青
梅
青
軸
咲
」（
四
オ
）
は
⑬
、「
弁
天
白
」（
五
オ
）

は
⑭
、「
裏
絞
り
石
竹
咲
き
」（
五
オ
）
は
⑩
に
、
近
似
し
て
い

る
。
種
々
の
福
寿
草
図
譜
か
ら
写
し
取
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
詳
し
く
は
後
考
を
待
ち
た
い
。

（
（1
）
小
川
安
村
編
『
梅
譜　

附
福
寿
草
』
第
三
版
（
明
治
三
四
年
、

東
京
三
田
育
種
場
蔵
版
）
四
四
～
四
五
頁
。

（
（1
）
兼
清
正
徳
『
人
物
叢
書　

香
川
景
樹
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

七
三
）
一
三
〇
頁
参
照
。

（
（1
）
田
代
一
葉
（
二
〇
一
三
）『
近
世
和
歌
画
賛
の
研
究
』（
汲
古

書
院
）、
第
三
章
「
香
川
景
樹
の
画
賛
―
歌
日
記
を
中
心
に
」

参
照
。

（
（1
）
田
代
一
葉
（
二
〇
一
三
）、
二
八
一
頁
。

（
（1
）
多
田
淳
典
『
増
訂　

異
色
の
国
学
者　

富
士
谷
御
杖
の
生
涯
』

（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
）、
一
六
八
～
一
六
九
頁
参
照
。

（
補
註
１
）

　

山
本
読
書
室
に
『
七
五
三
福
寿
草
写
生
』
の
伝
来
し
た
背
景
に
は
山

本
亡
羊
と
幕
医
曲
直
瀬
養
安
院
正し

ょ
う貞て
い

（
号
楓ふ

う

簷え
ん

、
一
八
〇
九
～
五
八
）

と
の
交
流
が
考
え
ら
れ
る
。
元
幕
府
官
僚
・
本
草
家
栗
本
鋤
雲
は
「
内

山
長
翁
伝
」（
明
治
一
六
年
成
）
で
楓
簷
が
内
山
長
太
郎
の
栽
花
園
に

通
っ
た
逸
話
を
紹
介
す
る
。

天
下
の
本
草
を
好
み
聞
見
を
博
ふ
せ
ん
と
す
る
者
、
遠
近
貴
賤
と

無
く
必
ず
訪
ふ
て
翁
の
栽
花
園
に
到
る
。
于
㆑
時
曲
直
瀬
楓
簷
先

生
、
海
内
博
物
家
の
宗
と
称
せ
ら
る
ゝ
も
、
常
に
人
に
語
て
曰

ふ
、
余
二
十
年
来
一
歳
二
三
次
栽
花
園
を
過
ぐ
る
毎
に
、
必
ら
ず

未
見
の
品
を
見
ざ
る
無
し
と
。
其
広
蒐
博
募
憶
ふ
可
し
（『
匏
菴

遺
稿
後
編
』
明
治
三
三
）。

楓
簷
は
山
本
亡
羊
に
師
事
し
、
亡
羊
の
古
稀
に
賀
詩
を
贈
っ
て
い
る
。

ま
た
、
内
山
卯
之
吉
は
兄
長
太
郎
の
栽
花
園
の
隣
地
に
寿
山
園
を
営
ん

で
い
た
。
楓
簷
は
卯
之
吉
宅
を
も
し
ば
し
ば
訪
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

（
補
註
２
）

　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
木
版
多
色
刷
り
小
冊
子
『
五
福
草
』

（
東
京
誌
料
八
二
七―

二
）
は
、
内
山
卯
之
吉
蔵
「
福
寿
草
・
芍
薬
写

生
」
の
俳
句
賛
と
同
じ
五
句
を
秩
父
紅
、
酒
依
紅
、
撫
子
咲
、
車
屋

白
、
松
葉
重
の
五
図
に
配
し
て
い
る
が
、
鉢
は
す
べ
て
省
略
し
、
花
・

葉
・
枝
は
図
柄
も
色
彩
も
異
な
る
。
奥
付
「
嘉
永
二
酉
歳
正
月
吉
日
／

羣
芳
園
弥
三
郎
／
栽
花
園
長
太
郎
／
帆
分
亭
六
三
郎
／
寿
山
園
卯
之

吉
」
か
ら
、
卯
之
吉
が
中
心
と
な
り
「
福
寿
草
・
芍
薬
写
生
」
を
基
に

庶
民
向
け
に
刊
行
し
た
こ
と
が
分
か
る
。



【口絵 ２】山本読書室資料「七五三福寿草写生」部分　京都府立京都学・歴彩館寄託

【口絵 １】内山卯之吉蔵「福寿草・芍薬写生」部分　個人蔵


